
曜変天目と油滴天目

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/2760URL



金沢大学考古学紀要 21号1994  

喝 変 莞 因 藍 雷由 滴 莞 因  

山 崎 由 雄  

巨 茨目とは何か   

天目とは鎌倉時代（1186－1392）に日本の禅僧が薪江省天目山の禅寺に留学し、持ち帰った茶碗のこ  

とである。   

これは天目山でつくられた茶碗ではなく、福建省建陽県水吉鏡にある建窯という窯でつくられた黒  

い軸の茶碗であった。しかしこれは後に、1935年になって判ったことである。当時中華民国の港の観  

閲には英米人が多く勤務していたが、その一人のJ。M。Piume甘（柑99－1960）は上海で、黒色の鞄を持っ  

た天目茶碗に興味を抱き、それが福建省から乗ることをっきとめて、1935◎10◎26のIllustrated  

London Newsに発表し、はじめて天目茶碗の産地が明らかになったのである1）。   

小山富士夫2）によれば、いわゆる天目茶碗以外にも、（1）形が天目茶碗に似ているが色は異なるも  

の、（2）形は異なるが、軸は黒いものなど、天日という語ば広く解釈されて使われているとのことで  

ある。また英語などでもtemmoku はそのまま使われて世界共通になっている。  

2．茨目の種鞠  

1で述べたように天日という語が広く使われているため、軸色、文様、産地、所蔵者などによって、  

各種の名称がつけられている。たとえば自天日、油滴天日、灰被天目（ハイカツギ）、瀬戸天目、河  

南天日、稲葉天日などである。曜変東目もその一つである。   

なお、天目という語が日本の文献に現われるのは今のところ建武二年（1335）だと言われている3）。  

3。東国め産地   

天日の産地はすでに述べたように福建省の建窯であるが、ここは、福建省の省都緬州から鉄道で北  

へ約3時間の南平へ行き、そこから車で重陽まで3時間、さらにまた1時間余りでやっと森吉鎮へ達  

する。プラマーがほじめて調査したのは后井、大路、他職の3窯址であるが1）、聾者が見た芦花坪は  

数百メートル四方の山腹が一面サヤと破片で埋まり、異稼な光景であった。プラマーが調べた后井は  

ここかも知れない。   

プラマーは数百の茶碗の破片と若干のほぼ完全な茶碗を採集して上海へ帰り、その調査記を  

Illustrated London Newsのi935年10月26日の5036号に発表した。これによって天目茶碗の産地、建  

窯がはじめて世界に明らかになったのである。   

水吉鎮の窯址は芦花坪ばかりでなく、数キロ離れた地域にもあり、プラマーばそこも詞べたようで  

あるが、聾者ほそちらは未見である。窯址はこれらのほか隣接する丘陵に数ヶ所あり、近年福建省博  

物館が調査中である。時代ほ五代、北宋、南宋にわたり天日のほかに青磁、青白磁なども焼いている  

とのことである。近く正式の発表があると聞いている4）。  
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4。票田軸⑳威鎗   

プラマーば第二次世界大戦後、占領軍絵指令部民間情報教育局の美術工芸、記念物を管理する課の  

三代目の課長として来日した。望年間の滞日中に小山富士表をはじめ多くの日本人と親しくなり、国  

内の窯貴地を詞べた5）。   

凌が小山に願った建蓋（建窯の茶碗）の一部を聾者がもらい、その紬と胎土を分析した。聾者自身  

も1956年プラマーが教授をしていたミンガン東学庵訪ぬ、彼の収集した天日を見せてもらい、また陶  

片をもらった。   

分析の結果は表1の通りであり6）、こ貌をゼーゲル式で表示すれば褒2のようになる。こ馳を天日  

軸を戦前研究していた小森忍が与えた軸の調合と比べると衰2のようになり、少し差がある。すなわ  

ち実際の天日の軸隠′jヽ褒の詞合よりアルカリが少く、珪素およびアルミニウムが著しく多い。  

密旦 箪表敬片の鞄ならぴをこ胎土の成分  

鞄   胎 土   

二酸化鐘声（SiOヱ）   59．78％   67．43％   

酸化アルミニウム（Al皇0さ）   20．56   20．5也   

≡酸化二鉄（FezO8）率   6．18   8．13   

酸化チタン（TiO急）   0．65   1．09   

酸化かレシウム（C立0）   6．95   0．03   

酸化マグネシウム（MgO）   乞16   0．51   

酸化マソガン（MnO）   0．03   0．0＄   

酸化ナトリウム（因a已0）   0．90   0．06   

酸化カリウム（K20）   3．02   2．34   

五酸化ニリン（P乏Os）   痕跡   未定畳   

三酸化硫黄（SO8）   0．60   乗定畳   

合  計   1囲．83％   100．21％  

串銑ほ全部三酸化＝鮫として定盈した   

蜜盟 ゼーゲル或で表示した組成  

0．21（因a30＋監望0）  

0．79（CaO＋晦0）  

0．90Alミ0！  

0．17Fe208  

4。幽SiO急  

0．03TiO乏  
鞄  

胎   土  

軸  
（小森忍の開合）  

0．10（Na20＋監塁0）  

0，06（CaO＋MgO＋随0）  

0．80Al丑0さ  

0．20Fe丑08  

＆壇6SiO乏  

0．05TiO温  

0．3－0．4（因a立0＋監20）  

0．6－0．7（CaO十MgO）  

0．2－0。4Åi之08  

0．15－0．2F毎08  
2．0－3．O SiO2   

天目茶碗の破片の鞄では屈折率約1。53日のガラス質の申に教練な鉱物が認められるが、その詳細は  

細田臼7石島チfあヽ｛か  隆一トのせ宣ア烏ヰ羞鎗組忽㌢量せ為せ感つアt▲ヽ之サ ム碗ぞ∈弱歯幾っ芯亘刃泌た述1 凌ヰーⅤ幽指訂凝二I｝ト りl ノJ 、、・一 ヽ【′Y  ‾ 一、‾U JJl」⊥’■‘一・■J －－■くト■q・ト▼ノヽ罵■J▲′・■ ロ ーコヽ －1ヽ’、 ∨  ■q′ ヽ－ ヽ・一人一■叫l巧：ヽ桝 ＼・PG、、V一′ ㌧ノー1tヽ  さ・J・－ A冊凹Vll＼一く，－  

ってムライト、クリストバライトなどの鉱物が検出さ洗、1200～i300℃で焼成されたことが推定きれ  

るT）。  

5。曜愛東国   

昭変とは、漆黒の軸が厚くかかった建遜の内面に大小藩まざらまの斑点が浮かび、そのまわりが螢の  

ように青く繹童、しかもその昔紫色の光彩が茶碗巷動かすと位置を変転させるものを指している。曜  

変ば天日のうち、古来特に尊意されているが、適品はきわめて少なく、日本に盈点あるのみである。  

現在、静義堂文庫も藤田黄菊館および大嘘寺籠光院に所蔵されている3碗（いず洗場匡宝）と駿東頗  

次郎所蔵のやや性質が異なる別電の碗（重要文化財）の計壇鶴のみで、これら経口径12．0～且2．3也、  
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高さ6．5～7。0既で何れも建盛である。   

これらの天日のうち竜光院のものほ長く京都国立博物館に寄託されていたが、その間に許可を得て  

かなり詳しく観察調査することができた。この茶碗の内面  

には楕円形に近い径1～6組の多数の斑点があり、光沢は  

無く、黄白色を呈する。碗の外面にはほとんど斑点がない。  

斑点の蓋わりの青紫色の光彩は軸上の薄膜によって生じた  

光の干渉色であり、カメラのレンズに施された反射防止膜  

が同じような青紫色を呈する。図のような光の干渉によっ  

て生ずる色である。   

久保田厳によれば8）、図1のnd＝約1．5／10000m血の時太  

陽光線により膜が青紫色を呈するという。  

紬  

囲1；n ＝屈折率、d ＝薄膜の厚さ   

腱の屈折率を仮に軸の屈折率に近いL5 とす貌ば、靡の  

厚さほ約1方舟の1皿となりも きわめて薄い膜ということが判る。   

静義堂の曜変天目も同じ建窯の茶碗で、寸法ほ竜光院のと同じであるが、内面の斑点の数ほ竜光院  

のものより多く、紫色の光彩も鮮明で、天下随一の名碗の名に背かない。藤田美術館の曜愛東目も建  

蓋で、寸法は同じであるが、斑点の数、光彩などは静義堂と竜光院の中間であり、これらの3碗措い  

づれ劣らぬ絶品である。藤田美術館のば口綾部に錬の覆輪が施されている。   

大蹄碗は寸法、形、胎土などから見て鍵盤であるが、斑点が内外両面にあり、青紫亀の光彩はない。  

しかし斑点が光の当たる方向によって異なる色を呈する。たとえば斑点に斜めに光が当たる時は青紫  

色に見える。これらの点が静義堂などの曜変天日とは異なる。しかし油滴元日で隠なく、別露の曜変  

とよぶべきものである。   

大飾碗の斑点の色は光の干渉による色であり、斑点の厚きが薄いために光の干渉が起こるのである。  

静義堂などの3碗の斑点は厚いためにただ一様に黄白色を呈するのみで、干渉色を呈しないのであろ  

う。   

曜愛東冒の斑点と光彩についてほまだ不明の点が多いが、茶碗に全く触れずに、諸性質を測定する  

のは国籍であって、将来の研究にまつぼかはない。   

曜愛東冒造っくりたいとの希望をもつ丸は多く、筆者の論文抜刷を爵求きれたÅは20丸を超え、日  

本ばかりでなく、台湾、中国にも及んでいる。しかし成功したÅは聾者の知る限りでは未だ観い。最  

近常滑の作家の個展で曜変天日とよばれるものを見た。斑点とその周辺の青紫色の馳色ほあるが、こ  

の青紫色の部分は薄膜の干渉色でほなく、軸自体の色であって、茶碗を回転しても場所が変動しない。  

この点で豊の暦穿とは患な品ものであわ、老亀柴なが島国密貫目声上ぶニケはて不義ない〈 R二女の俺蓉7石＿  

自分の曜変天日と称するもの巷福建省博物館√㌔寄願した入があり、それも見たが、やばり露点のみで  

あって、青紫色の光彩は無く、曜変とはよべないものであった。  

【） －・－；工二＝＝ヨ   

徳満末日として伝世しているものば建盛ばかりでなく、吉州窯のものもある。たとえば竜光院の油  

滴天日がそれである。油滴天日ほどれも黒～褐色の軸の上に黄金色～銀色の斑点が多数散在している。  

これば古いものばかりでなく、現在の作家によっても数多くつくられ、多治見の教加藤事兵衛、京都  

の清水卯一、木村盛和らが有名であるが、そのほかにも多数の作家がいる。日本ばかりでなべ∴中層弘  

台湾、米国にもつくる人がかなりいる。  
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油滴天日の軸を詳しく研究したのは故沢村滋郎で、現在の多くの作家はこの沢村の処方から出発し  

て、研究しているらしい9）。油滴の斑点の色も加える成分によって変化し青味を帯びたものもつくら  

れている。油滴天日の伝世品の中では大阪市立東洋陶磁美術館の茶碗、静義堂文摩の鳴反りの碗など  

は絶品であり、特に後者ほ米国フリア美術館の碗とともに世界の双壁というべきものである。   

聾者は筑波大学の中井泉らとともに連盟の油滴に似た斑点のある碗片の蛍光Ⅹ線による分析を行っ  
た川） 。それによると油滴の斑点の結晶はFe203 に近く、その周辺の黒色鞄の中の銑の酸化段階はこ  

れより低いFe30阜 に相当する結果が得られた。従来油滴天日の斑点は融解した軸の申で泡ができ、そ  

こに結晶すると言われて発た。上の結果はおそらくその説を支持するものであろう。泡の中は酸化性  

の気体が発生した状態になっていたと考えられる。  

7。その他の天日   

天日には曜変、油滴のような特殊な貴重なもののほかに、多くあるのは秀目 りギメ）とよばれる  

黒い地に黄色の筋が流れているものである。中国では鬼竃（兎の毛）、英語でもha陀9s furとよばれ  

ている。また近年建窯の窯址で、黒軸の上に人工的に白色の斑点をつけたシャコ斑とよばれる天日の  

破片が発見され、模造されている11）。シャコというのは中国南部に棲息する腹部の羽毛に白い斑点  

をもつ鳥である。建窯の窯址からはまだ珍しい破片が発見されるようで興味深い。   

曜変天日の調査ば各所威者の格別の御厚情によって実現で重た。また種々便宜と援助を与えてくだ  

さった小山富士尭、藤岡了一、石黒宗麿、プラマーの各氏は皆他界された。各位に厚く感謝する。き  

らに化学分析で聾者を援助された名古屋工業大学の飯田忠三教授、」、島功、内田哲男両博士に謝意を  

表する。  
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